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東北 大 学 ・ 東 京 工業 大 学 ・ 総 合 研究 大 学院 大 学 ・ 
東京 理科 大 学 に 所 属す る 論文 著者 が 利用 で きる 
オー プン アク セス 契約 


Wiley の ジャ ー ナ ル で 論文 を オー プン アク セス (OA) 出 版 し まし ょ う 


4 大 学 に 所 属す る 論文 著者 が 、 コ レス ポン ディ ング ・ 論文 を OA 出 版 す る メリ ッ ト に つい て は 、 
オー サー と し て Wiley の ハイ ブリ ッ ド 誌 ( 収 録 論文 の こち ら を ご 覧 くだ さい 。 

閲覧 の た め に 購読 契約 を 要する ジャ ー ナ ル の うち 、 著 者 ホワ イト ペー パー - 

が 論文 出版 料金 (APC) を 支払 っ て 自分 の 論文 を OA 化 す Wiley の デー タ で 見 る オー プン アク セス 
る オプ ショ ン を 提供 する も の ) で 論文 を 出版 する 場合 、 (OA) 論文 出版 の 利点 


OA 申 請 を 行っ て 所 属 機関 か ら 承 認 を 受け る こと で 、OA 
出版 の た め に 必要 な APC の 自己 負担 が 免除 (また は 軽 
減 *》 され ます 。(* 各 機 関 の 規定 に より ます ) 


オー プン アク セス (OA) を 選ぶ 利点 と は ? 


自分 の 論文 を OA で 出版 する こと に より 、 読 者 や 引用 ・ 論文 を OA 出 版 す る こと に より 
洲 四 NM 
RR 研究 助成 団体 や 所 属 機関 が 定め る 
OA ポリ シー に 準拠 で きま す 


著者 が 著作 権 を 保持 し 、 
CC ライ セン ス に より 公開 で きま す 
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oA 契約 の 利用 資格 


@ 論文 が アク セプト され た 時 点 で 、 そ の 論文 の 
Responsible corresponding author が 、 
Wiley と OA 契約 を 結ん だ 4 大 学 の ひと つ に 所 属し て いる 必要 が あり ます 。! 


対象 と な る 論文 の 種類 は 、 原 著 論 文 ま た は レビ ュー( 総 説 ) で す 。? 


論文 が Wiley の ハイ ブリ ッ ド 誌 で アク セプト され た ら 、 下 の 
「OA 出 版 の た め の 手続 き 」 を 参照 し て 、 必 要 な 申請 手続 き を 
行っ て くだ さい 。 3 


2022 年 4 月 1 日 以降 に アク セプト され た 論文 が 対象 で す 。 


How to publish in a hybrid open access journal (English) 





オー プン アク セス 出版 手続 き ガ イド (日 本 語 


自分 の 論文 を OA で 出版 する た め の 申請 を 行う に は 、 
Wiley Author Services Dashboard で 必要 な 手続 き を 行い ます 。 


問い 合わ せ 


ご 不明 の 点 は 、 所 属 機関 の 図書 館 ま で お 問い 合わ せ 下さ い 。 


‘as 


論文 が アク セプト され た 時 点 で 対象 の 4 大 学 に 所 属し て いな い 場 合 は 、OA 契 約 を 利用 で きま せん 。 
2 これ ら に 含ま れ な い Letter, Editorial な ど は 対象 外 と な り ま す 。 


uw 


論文 著者 が OA 出版 の た め の 手 続き を 行わ な か っ た 場合 は 、 非 OA の 論文 と し て 出版 され ます 。OA 出 
版 の た め の 申 請 手 続き を 行え る の は 、 論 文 が オン ライ ン 出 版 ( 先 行 公 開 Early View を 含む ) さ れ 
る 時 点 ま で で 、 出 版 済 み の 論 文 に つい て 事後 的 に OA 申請 する こと は で きま せん 。 


